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は じ め に

本市の山間部にあたる木島谷は多 くの文化財が残る地域であります。蕎原川と秬谷川の合流点

に位置する水間寺は大阪府下で唯一の三重塔 をはじめ、多 くの建造物が現存 しています。平成9

年度に本堂、三重塔、護摩堂、行基堂、弁財天宮殿、本堂棟札を市の建築文化財 として指定を行

いました。また孝恩寺には国宝に指定されている観音堂や本尊阿弥陀如来をはじめとする重要文

化財の仏像群が安置されています。

三ケ山西遺跡は近木川右岸の丘陵部に位置 し、中世の遺物散布地 として位置付けられています。

本市の調査、(財 〉大阪府埋蔵文化財協会の調査で古代から中世の遺構、遺物が数多 く確認され

ています。今回、本遺跡範囲がさらに山手側にひろがることが確認されました。本地域の歴史を

明らかにするうえでまことに有意義なことと考えています。

本調査報告書の刊行が、皆様の文化財に対するご理解を深めていただくとともに、文化財の保護 ・

保存 ・研究の一助となれば幸いに存 じます。

なお、調査並びに本書作成にあたり、関係各位には多大なご協力 を頂 き、ここに深 く感謝の意

を表 しますとともに、今後とも本市における文化財保護行政に対する一層のご理解 とご支援 をお

願いいたします。

貝塚市教育委員会

教育長 福 井 旻 彦



例 言

1.本 書は貝塚市水道部工務課の依頼により、大阪府貝塚市三ツ松107-3番 地に所在する三ケ山

西遺跡において実施した(仮 称)三 ツ松受水場建設に伴 う事前発掘調査の概要報告である。

2.調 査は確認調査を平成8年10月28・29日 にかけて、本格的発掘調査を平成9年9月16日 より

平成10年2月16日 にかけて実施した。なお、内業調査については平成10年9月30日 に終了 した。

3.調 査にあたっては、市水道部工務課 ・業務課より多大な理解 と協力を得た。記 して感謝の意

を表す。

4.発 掘調査は貝塚市教育委員会社会教育課、吏員木嶋崇晴が担当した。

現地 ・内業調査および本書作成にかかる諸作業については、下記の諸氏の参加を得て実施 し

たものである。

南明美 溝端美也子 永橋祥行 藤谷和人 田中明美 西出安芸子 文野雅歳 楠本真紀

大鹿倫子

5.本 書の執筆編集は木嶋が行った。

6.遺 物写真撮影は米子が行った。

7.出 土遺物、調査記録は貝塚市教育委員会において保管 している。
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第1章 調査に至る経過

貝塚市では、貝塚市三ッ松107-3番地において平成10年 度事業 として(仮)三 ッ松受水場建設計

画がもちあがり、貝塚市水道部工務課から埋蔵文化財の取 り扱いについて協議の申し入れがあった。

予定地は中世の遺物散布地として周知されている三ケ山西遺跡の範囲内に一部含 まれてお り、

さらに遺跡範囲外にも及んでいた。また予定地の西側では、平成3・6年度に国道170号 線道路建設

工事 に伴い、(財)大 阪府埋蔵文化財協会によって発掘調査が行われている。調査で古代から中

世の遺物包含層、古墳時代の竪穴住居、6世 紀末～7世 紀初頭の掘立柱建物などの遺構が明らか

となっている。さらに過去の調査から遺跡範囲が広がる可能性が想定された。今回の予定地も遺

跡の存在が充分予想 される地点であった。

そこで貝塚市教育委員会は水道部工務課に対 して発掘通知書の提出を求めた。水道部工務課 と

教育委員会 との問で協議を行い、試掘調査 を行 うこととなった。

平成8年10月28・29日 に教育委員会が試掘調査 を実施 した。予定地の現状は傾斜地につ くられ

た耕作地であり、東か ら西に一段下がっていた。

調査は2×15mの トレンチを東西に各2カ 所、計4ヵ 所(120㎡)設 定した。試掘調査の結果、

当該地は弥生から中世にかけての遺物を含む良好な包含層を確認した。遺物として縄文土器、弥

生土器、土師器、須恵器、瓦器、白磁、染付碗、サヌカイ トなどが出土 した。その多 くは灰色粘

土層からの出土であった。

この調査結果か ら、遺跡の範囲が広がることが判明 したため、平成8年 貝教社306号 にて遺跡発

見通知書を文化庁に提出し、三ケ山西遺跡の拡大登録を行った。

建設計画では受水槽 を設けるため、包含層の破壊が免れないことが明らかであった。そこで水

道部工務課との協議を重ねた結果、建設によって破壊 をうける1450㎡ について発掘調査 を実施す

ることで合意 した。調査期間は平成9年9月16日 か ら平成10年2月16日 にかけてである。
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17,水間寺遺跡37.集 原池遺跡39森 城跡4α 森B遺 跡41.森 ノ大池遺跡42森A遺 跡44.千 石堀

城跡45.水 間墓地46三 ケ山城跡47.片 山墓地63.孝 恩寺観音堂68.三 ヶ山遺跡69.三 ヶ山西遺

跡74木 積遺跡81三 ヶ山オニ谷遺跡83.森 下代遺跡84.三 ッ松北垣外遺跡85.薬 師池西遺跡

92.橘池遺跡99織 部池遺跡101.白 地谷遺跡104.嫁 ヶ池北遺跡105.キ ヨモ池遺跡106新 池遺

跡107浅 池 ノ奥遺跡

図1貝 塚市遺跡分布図
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第2章 位置 と環境

三ケ山西遺跡は貝塚市の山間部にあたる三ツ松に所在する。近木川の北側にあたる標高70mの

段丘上に立地する遺跡である。本遺跡は中世の遺物散布地として推定 されている。調査地は水間

鉄道の終点水間駅より徒歩で北方向へ約10分 、また河内長野から泉佐野方面に至る国道170号線 と

貝塚中央線 との交差点付近に位置する。調査地の現状は耕作地である。

周辺の遺跡としては、北は中世から近世の遺物散布地である新池遺跡 ・浅池ノ,奥遺跡、西に平

安時代後期から中世にかけての集落が存在 した可能性のある三ケ山オニ谷遺跡、東に平安時代か

ら中世の散布地である橘池遺跡がある。森B遺 跡からは8世 紀前半の溝が検出され、大規模な耕

地開発を物語る。

三ケ山オニ谷遺跡は山間部において平安時代後期から中世の遺構が検出された。検出した土坑

からは黒色土器や土師器小皿が重なった状態で出土 したものや焼土、炭を多 く含むものがあった。

時期は10世紀ごろ、何 らかの祭祀にかかわりのある遺構 と考えられる。またピットを検出してお り、

掘立柱建物が存在 した可能性も考えられている。

葛城山麓に位置する木積観音寺跡からはf、 井戸などの木積観音寺 と関係が考えられる遺構が

検出されている。天平時代の創建 と伝えられる観音寺は14世紀にその寺域 を拡大させていったこ

とが明らかになった。現在、鎌倉後期の観音堂や平安時代の仏像が残されている。この寺は応仁

の乱、根来征伐の時に兵火にあっている。

調査区の南方向には観音信仰で知られる水間寺が所在する。開創年代については和銅元(718)

年とする説と天平16(744)年 また天平年間とする説がある。最盛期には七堂伽藍 と多くの僧坊 を

もってお り、現在の寺域よりも広大であった。天正13(1585)年 、秀吉軍進攻に際して根来方に

ついたために焼 き打ちにあっている。

この他、三ケ山城跡 ・蛇谷城跡 ・根福寺城跡 ・蕎原城跡 ・槍ケ谷城跡など多 くの中世山城が築

かれている。また三ッ松の旧家には、中世の土地売買に関する古文書が残されている。

中世末には根来寺を中心とする紀州勢力が進出し、貝塚市域も紀州根来の勢力下に入る。近木

川の地形を利用して根来衆の城砦である森城跡 ・千石堀城跡 ・積善寺城跡などが配置され、紀州

根来征伐で出陣 してきた豊臣軍との問で城砦を中心に戦闘が行われた。

平成3・6年 度に国道170号 線道路建設工事 に伴い、(財)大 阪府埋蔵文化財協会が発掘調査を

行っている。その成果としては古墳時代の竪穴住居3棟 、中世の耕作地跡が検出されている。鎌

倉時代 を中心とした遺物が出土しており、この時期に荘園開発が行われたと考えられる。

平成3年 度調査

第1調 査区からは溝2条 が検出されている。第2調 査区では掘立柱建物2×2問 と1×3問 の
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2棟 が検出された。時期は6世 紀末か ら7世 紀初頭にかけてのものと考えられる。また同時期の

iと 土坑が検出されている。出土遺物は瓦器が最 も多 く、その時期は12世紀後半から13世紀後半

までのものである。

平成6年 度調査

A区 内には段丘崖があり、その西側は谷状地形で、谷底には自然流路が流れている。調査区東

端にも段丘面を侵食する自然流路があり、両流跨 とも南か ら北へ水が流れていた。溝は西側の谷

に向かってお り、排水に使われた形跡がある。

B・C区 か らは中世の溝と不定形の落ち込み状遺構が検出されている。

D区 からは6世 紀末から7世 紀初頭 と考えられる竪穴住居3棟 が検出された。いずれも方形で

1辺 約5mを 測る。中世の耕作地の境界溝 と小溝群が検出されている。小溝群は東西方向で大 き

さはバラバラであるが、方向はそろっていることから、耕作土の上から掘られた畝溝と推測 され

ている。

図2調 査地位置図
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第3章 調 査 成 果

1.調 査 の概 要

調査 は建設計画に基づ き南北約54m・ 東西約26m、 面積1450mを 調査 区 として設定 した。調査

区は国家座標 基準値x=-177.Ol5・Y=-56.085を 基準 に して5m×5mに 区画 し、西 に8区 を

設 け(A～H)、 南 に12区 を設 けた(1～12)。

調査 区は緩斜面上 にあ り、2筆 の耕作 地にまたが り、段が存在す る。

調査は段 部分 を境 として、一段高い東側 を 「1段 面」、西側 を 「2設 面」 として調査区 を分け、

層 を掘 り下げていった。 この段部分 は調査 区北か らE-2～4、D-5～9、C-9～12の 各 区

である。1段 面 と2段 面 との比高は約0.4mを 測る。

2.基 本 層 序

調査 区の基本層序 は1段 面、2段 面の第1～4・6層 はほぼ対応す ると考 えられる。第5層 は2

段面(E-2～5、F-6～11区)か ら西方 向に落 ち込む層である。 また第6層 は下層 が上層 に

比べやや砂 質 ぎみであったため、上 ・下層 に分 けて掘削 を行 った。

基本層序 は第1層 が耕作土(層 厚約0.2m)、 第2層 は黄褐色 土(層 厚約0.1m)、 第3・4層 は

灰オ リーブ色土(各 層厚約0.2m)、 第5層 は灰黄色粘質土(層 厚約0.2m)、 第6層 は灰色粘土(層

厚約0.3m)、 第7層 は黄灰色土(地 山)で ある。調査 は第7層 上面 まで行 った。

また調査 区1段 面南部 は第3層 まで削平 されていた。

図3調 査区地区割図
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3.検 出 遺構

第1・2遺 構面で は鋤溝群、溝、第3遺 構 面では鋤溝群、溝、粘土採掘土坑、第4遺 構面 では鋤

溝群、溝、第5遺 構面では土坑、第6遺 構面 では溝、土坑、 自然流路の一部、落ち込みを検出 した。

第1遺 構面 は現代 の耕作痕 と混在 し、時期 も近代 以降 と考 え られ ることか ら、 この面の説明は省

略す る。

以下主 な遺構 について詳述する。

第2遺 構 面(図7、 図版3)

第3層 上面 で検出 を行 った。遺構面1段 面は調査 区南側か ら中央付近にかけて約0.1m傾 斜す る。

2段 面 は調査 区中央付 近か ら北 方向に向か って0.05m傾 斜す る。本遺構 面では鋤溝、 区画溝 など

を検出 した。

鋤 溝 群

調査 区全域で鋤溝群を検 出した。検出長1.6～14m、 幅0.12～0.7m、 深 さ0.02～0.04mを 測 る。埋

土は大 き く分 けて、1段 面北側 は黄褐 色砂質土、 同南側 は灰黄褐色土、2段 面は灰 オ リーブ色 土

である。方向 は座標北 に対 して西に10° 振 る。遺物はSD-209か ら瀬戸 ・美濃系 の陶器(図 版20

-18) 、SD-219か ら青花(図 版23-4)、 他 の鋤溝 か ら土師器、瓦器、須恵器、瓦、陶磁器が

出土 した。

SD-243～246(図 版4)

これ らはB・C・D-7区 で検出 した溝であ る。検 出長2.6～0.65m、 幅0.2～0.5m、 深 さ0.03m

を測 る。埋土 は灰色 土である。方向 は座標北 に対 して東 に80° 振 る。遺物 は土師器、瓦器、陶磁

器が出土 した。

SD-216

これ らはD・E・F・G-7、G-8区 で検 出 した溝 である。検出長17.2m、 幅0.4～0.8m、 深

さ0.05mを 測 る。埋土 は灰色砂質土である。方向は1段 面 と同 じ座標北 に対 して東 に80° 振 る。遺

物 は土 師器が出土 した。 これらSD-243～246・216は 耕作地 を東西に区分する区画溝 と考 えられる。

SD-203・204・221・236

これ らはH-2～8、G-7～9、F-11・12区 で検 出 した溝である。検 出長1.5～14m、 幅0.2

～0 .4m、 深 さ0.07～0.18mを 測 る。SD-203の 埋 土 は灰 黄色砂 質土、SD-204は 灰色土、SD

_221.236は 灰オリーブ色砂質土である。またSD-203の 底部 は灰 白色 シル トが薄 く堆積 していた。

方向 は座標北に対 して西 に10° 振 る。時期 は近世後半 と考 え られ る。 これ らは耕作地 を南北 に区

分す る区画溝 と考え られる。

第3遺 構 面(図8、 図版6)

第4層 上面で検出を行 った。遺構面1殺 面は東 か ら西方向へ0.1m傾 斜 す る。2段 面 も東か ら西

方向へ0.1m傾 斜す る。本遺構面では鋤溝 、東西 ・南北方向溝、SX-301を 検出 した。
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L=69.300m

L=69.300m

L=69.300m

L=6S.300m

1.現 代耕作土

2.10YR5/4にdiい 黄褐色土(第2層)

3.2.5Y6/2灰 黄色粘質土(第3層)

4.5Y5/2灰 オ リーブ色土(第4層)

5,2.5Y5/2暗 灰黄色粘質土(第4層)

6.5Y6/1灰 色粘質土(第6層 上層)

7.7.5Y6/1灰 色粘質土(第6層 下層)

8.5Y5/i灰 色粘質土(第6層 下層)

9.5Y4/1灰 色粘質土、マンガンを含む(第6層 下層)

10.2.5Y7/2灰 黄色砂質土

17.2.5Y6/1黄 灰色粘質土

12.2.5Y7/1灰 白色粘質土(第6層 下層)

13.2.5Y6/3に ぶい黄色砂質土 、粗砂が混 じる

14.5Y7/1灰 白色砂

15.5Y6/1灰 色砂(SD-243)

16.7.5Y6/1灰 色砂 、15よ りも砂の粒子が粗い(SD-244)

17.7.5Y6/1灰 色砂

18.N6/0灰 色粗砂

19.N6/0灰 色粗砂 、10YR6/6明 黄褐色粘土 ブロックが混 じる

20.10YR7/1灰 白色砂質、マンガンを含む(第7層)

図4東 壁土層断面図

閥



L=69.000m

L=69.000m

L=69.000m

L=69.000m

i.現 代耕作土(第1層)

2,10YR5/4にdiい 黄褐色土(第2層)

3.5Y5/3灰 オリーブ色土(第3層)

4.5Y5/4灰 オリーブ色土(第4層)

5.2.5Y5/3黄 褐色土(第5層)

6.2.5Y5/2灰 黄褐色粘質土(第5層)

7.10YR5/2灰 黄褐色粘質土(第5層)

8.5Y6/1灰 色粘土(第6層 上層)

9,2.5Y7/1灰 白色粘土(第6層 下層)

10.7.5Y7/1灰 自色粘質土

11,5Y7/1灰 白色粘土

12,10YR5/1灰 色粘土

13.7.5Y7/1灰 白色砂質±(落 ち込み2)

14.2,5Y6/1黄 灰色粘土

15.7.5Y7/1灰 白色粘質土(落 ち込み2)

16,5Y5/3灰 オリーブ色粘質土、砂が混 じる(第4層)

17.10YR6/3に ぶい黄橙色粘土

78

18.2.5Y6〆2灰 黄 色粘質 土

19.2.5Y6/1黄 灰 色砂

20,7.5Y7/1灰 白色粘土

21,10Y6/1灰 色砂 〔

22・1・Y6/1灰 色額 砂 蘿

23.2・5Y7/2灰 黄色粘土 跡

24,5Y5/1灰 色粘質砂土v

25,5Y5/1灰 色粘土

26,2.5Y7/3浅 黄色粘土、粘質強い

27.10YR6/1褐 灰色粘土、粘質強い

28.7.5Y6/2灰 オリーブ色土

29.10Y7/1灰 白色砂質土、マンガンを含む

30.5Y6/2灰 オリーブ色細砂

31,5Y5/1灰 色細砂

32.5Y5/2灰 オリーブ色細砂

33.5Y5/1灰 色細砂

貘縫 對一

38.
39.
40.≡鰤 巍 鸛 強.}・-
41,5Y5/1灰 色粘土

42.10YR5/1褐 灰色粘土、マンガンを含む(第7層)

43.7.5Y7/2灰 白色粘土

44.5Y6/2灰 オリーブ色粘土

45.10Y6/1灰 オリーブ色粘土

46.10Y7/1灰 白色粘土

47.2.5GY6/1オ リーブ灰色粘±

48.7.5Y5/1灰 色粘質シル ト

49.2.5Y6/2灰 黄色砂

50,7.5Y6/1灰 色シル ト

51,10Y6/1灰 色粘土

52.2.5Y7/3浅 黄色粘土、粘±ブロックが混じる

53,2.5Y5/2暗 灰黄色土(第4層)

54.2,5Y6/1黄 灰色粘質土(第6層 上層)

55.2.5Y5/1黄 灰色粘質土、マンガンを含む(第6層 下層)

56.5Y6/1灰 色粘土(落 ち込み3)

57.5Y5/2灰 オリーブ色土(第3層)

58.5Y6/1灰 色砂

59.7.5Y5/1灰 色粘質シル ト

60.7.5Y6/1灰 色シル ト

61.2.5Y5/3黄 褐色砂質土

62.5Y7/1灰 白色粗砂

63.2,5Y5/2暗 灰黄色砂質土

64.lOYR5/2灰 黄褐色砂質土

65,2.5Y5/2暗 灰黄色砂質土

66,2.5Y6/3に,3.い 黄色粘土(石 組跡)

67.2.5Y7/1灰 白色砂質土、マンガンを含む(石 組跡)

68.2.5Y6/1黄 灰色砂質土

69.10YR6/1褐 灰色粘土

70.10YR5/3に ぶい褐灰色砂質土

71,7.5Y6/1灰 色土

72,5Y6/2灰 オリーブ色粘土(石 組跡)

73.10YR5/3に ぶい黄褐色砂質土

74.2.5Y7〆3浅 黄色細砂

75,2.5Y7/2灰 黄色粘土

76,2.5Y6/1黄 灰色砂

77.10YR6/1褐 灰色粘土

78.5Y6/2灰 オリーブ色粘質土(自 然流路)

79.10Y7/1灰 白色砂

80.2.5Y6/1黄 灰色粘土(第6層 下層)

81.5Y6/2灰 オリーブ色土(第3層)

82,5Y6/2灰 オリーブ色粘土(石 組跡)

83,5Y5/1灰 色粘質土(第6層 上層)

84.7.5Y6/1灰 色砂質土

85.2.5Y7/i灰 白色砂

86.10Y6/1灰 色細砂

87.N6/0灰 色粘土

88.10Y7/1灰 白色砂質粘土

89,5Y6/2灰 オリーブ色粘土

90.5Y5/1灰 色粘土

91,7,5Y6/1灰 色粘土

92.N7/0灰 白色砂(自 然流路)

93.5Y7/2灰 白色砂(自 然流路)

94.N7/0灰 白色砂(自 然流路)

95.N6/0灰 色砂、3～4㎝ 程度の礫堆積

96.5Y5/1灰 色粘質土

97,2.5Y7/3浅 黄色シル ト(石 組跡)

図5西 壁土層断面図
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1.5Y6/2灰 オ リーブ色土(第3層)

2.2.5Y7/3浅 黄色 シル ト

3.5Y5/1灰 色粘質土(第6層 上層)

4.2.5Y6/2灰 黄色砂(SX-301)

5.N6/0灰 色粘土

6.2.5Y7/1灰 白色砂

7.5Y6/2灰 オリー ブ色砂質土

8.2.5Y5/1黄 灰色粘土(第6層 下層)

9,2.5Y6/1黄 灰色粘土(第6層 下層)

10.5Y6/1灰 白粘土(落 ち込 み)

11,N6/0灰 色粘土

12.7.5Y6/1灰 色粘土(落 ち込み)

13.N7/0灰 白色砂 、14よ りも砂の粒子が細かい(自 然流路)

14.N7/0灰 白色砂(自 然流路)

15.N
16.N
17.N≡鑼 驪 難 瀞 轡}・ 自然流路・
18.10YR5/1褐 灰色粘土(第7層)

19.カ クラン

図6北 壁 ・南壁土層断面図

一11～12一

1.現 代耕作土(第1層)

2.10YR5/4に ぶ い黄褐色土(第2層)

3.5Y5/3灰 オ リーブ色土、マ ンガンを含む(第3層)

4,5Y5/2灰 オ リーブ色土、マ ンガンを含む(第4層)

5.2.5Y5/
6.2.5Y5/
7.IOYR5飜 韓1轍 含」 ・-
8.5Y6/1灰 色粘 土(第6層 上層)

9.2.5Y7/1灰 白色粘土(第6層 下層)

10.5Y7/2灰 白色砂質土(第7層)

11,2.5Y6/1黄 灰色砂 質±(SD-230)

12,5Y5/2灰 オリー ブ色砂 質土

13.5Y5/2灰 オリー ブ色砂 質土

14,2.5Y6/3に ぶい黄 色粘質土

15,2.5Y6/2灰 黄色 土(第4層)

16,5Y7/1灰 白色砂

17.10YR5/1褐 灰色粘土、マンガンを多 く含む

18.2.5Y6/1黄 灰色 粘土、にぶ い黄褐色土が混 じる

19.2.5Y5/1灰 色粘 土(SD-201)

20.5Y6/1灰 色粘土

21.5Y6/1灰 色粘質 土

22.2.5Y6/2灰 黄色粘土

23.7.5Y7/1灰 白色土、マ ンガ ンを多 く含む

24,7.5Y6/1灰 色 粘質土、マ ンガンを多 く含む

25,2.5Y5/4黄 褐色砂質±

26,5Y5/2灰 オ リーブ色 土(第4層)

27,25Y5/2暗 灰黄色粘 質土(第6層 上層)

28,2.5Y6/2灰 黄色砂質土(第3層)

29.7.5Y6/1灰 色粘質土(第6層 下層)

30.25Y7/1灰 白色粘土

31.5Y7/1灰 白色粘±

32.5Y5/1灰 色粘土、

5Y7/2灰 白色ブロックが混 じる

33.10YR6/i褐 灰色砂質士



図7第2面 遺構配置 図
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図8第3面 遺構配置図
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図9第4面 遺構配置図
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図10第5面 遺構 配置図
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図11第6面 遺構配置図
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鋤 溝 群

調査区全域 で鋤溝 を検出 した。検出長0.8～7m、 幅0.16～0.4m、 深 さ約0.02～0.07を 測 る。埋土

は大 きく分けて、1段 面 は暗灰 黄色粘質土、2段 面は灰 オ リーブ色粘 質土 である。方向は座標北

に対 して西 に10～15° 振る。遺物は土師器、瓦器、瓦 質土器、陶磁器が出土 した。

SD-309・31.7°319・320(図 版5)

これ らはB・C・D-7区 で検出 した溝である。検 出長1.3～7.7m、 幅0 .1～0.4m、 深 さ0.05mを

測 る。埋 土は黄灰色砂質土 と暗灰黄色砂 質土である。方 向は座標北 に対 して東に70～80° 振 る。

遺物 はSD-309か ら土師器が出土 した。 これ らは耕作地 を東西に区分す る区画溝 と考え られる。

SD-301・316～318(図 版5)

これ らはD・E・F-7、F・G-8区 で検出 した溝である。検 出長2 .9～13.7m、 幅0.2～0.4m、

深 さ約0.05mを 測 る。埋土 は灰色細砂であ る。方向は座標北に対 して東 に70～80° 振 る。遺物 は

SD-301か ら土師器、瓦器椀が 出土 した。これ らは耕作地 を東西に区分する区画溝 と考 えられる。

SD-301とSD-317は 対応 する。

SD-302・303・321～326(図 版5)

これ らはH-2～8、G-7～9区 で検 出 した南北方 向のfで ある。検出長1 .7～21,7m、 幅約

0.3m、 深 さ0.02～0.11mを1貝1る 。SD-302の 埋土は灰色土、SD-303は 灰 オ リーブ粘質土である。

方 向は座標北 に対 して西 に10° 振 る。遺物 はSD-302か ら青花(図 版22-19)、 土師器、瓦器が

出土 した。 これ らは耕作地 を南北 に区分す る区画溝 と考 えられる。

SX-301(図 版6～9)

本遺構 はD・E・F-11・12区 で検 出 した土坑であ る。検 出長南北約7m、 東西約16m、 深 さ

約0.09mを 測 る。本遺構 は調査 区外 にも広 がるため全体 の規模 は不明である。埋土 は灰 白色砂 で

あ り、 オリーブ色砂 と黄褐色粘土ブロ ックが混 じる。 また面 的に細砂 と粗砂部分 とに分 け られ、

大半 は粗砂 であるが遺構 の東端 は細砂であ る。粗砂 に は拳大 の礫 も若干含 まれていた。

底面 は畝状 になってお り、0.5～1m間 隔で8条 検出 した。畝の方向は摩標北に対 して西 に0～5°

振 る。遺物 は土師器、瓦器、瓦質土器、須恵器が出土 した。(図13-6・8、 図版20-6・8、14～

16)

これは粘 土採掘土坑 と考 えられ、第6層 にあた る粘土層 を南北方向に向か って筋状 に採掘 して

いた もの と推測 される。 また第3遺 構面で検出 した鋤溝 と切合 関係 にあ り、本遺構 の方が新 しい。

検出土層か ら16世 紀以降の ものと考え られる。

SD-115～117(図 版7)

これ らはC-11区 で検出 した3条 の溝 である。検 出長 はSD-115で は1 .5m、SD-116は2.5m、

SDτ11乞 は3即 、幅0.3～0.4m、 深 さ約0.23～0.26mを 測 る。埋土は灰 白色砂 に黄褐色粘土 ブロッ

クが混 じる。 これ らの遺構 は第1遺 構面で検 出 した ものであるが、C-11区 付 近は削平 をうけて

いた。 遺構の埋土 と採掘土坑の埋 土は同 じ粘土 ブロックが混入 した砂 であ り、採掘土坑 とつなが

ってい ることを確認 した ことか ら粘土 を採 掘 した後、東側 の溝か ら水 を流 し込んでいた と考え ら
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れる。

3条 の溝 の埋土 は前述 した ように黄色粘土ブロ ックを含 む砂であ るが、 この埋土 中に2層 ほ ど

の薄い粘質土 層の堆積が交互 に認め られた。 またSX-301の 上面 は層厚0.04～0.05mの 灰褐色粘

質土が堆積 していた。 この層 に薄い砂がかんでお り、SX-301が 埋没後、灰褐色粘質土が堆積 し、

その後砂が再 び堆積 した と考 え られる。 またSX-301は2段 面南端 の全域 に及 んでいる。試掘 ト

レンチのため削 られているが、一部分 中洲状 に掘 り残 されている。 これを境 に東西 に分けて観察

してみ ると、東側 は南北 に筋状 に採掘 され、方形状 に掘 り込まれ ているが西側端 は東側 に比べ、

粗雑 な掘 り込み方 という印象が ある。

第4遺 構 面(図9、 図版10)

調査 区2段 面は第5層 灰黄色粘土層上面 で検出 を行った。本遺構面では鋤溝、溝 を検出 した。

1段 面 は第6層 灰色粘土層上面 で検出を行 ったが、SD-401以 外 に遺構 は検 出で きなかった。

SD-401(図 版11)

本遺構 はC・D-6区 で検 出 した溝であ る。検 出長7.5m、 幅約0.4m、 深 さ0.03mを 測 る。埋土

はにぶい橙黄色土である。方向は座標北 に対 して東 に80° 振 る。 底部比高は最大で0.3mを 測 り、

水 は東か ら西方向に流 れていた と考 えられる。遺物は出土 していない。 これは耕作地 に伴 なう水

路 と考 えられる。

1.5Y7/1灰 白色砂(10YR5/6黄 褐 色粘土 ブロックが混 じる)

2.2.5Y6/2灰 黄 色砂

3.7.5Y6/1灰 色 砂(2よ りも粒子が細かい)

4.5Y6/1灰 色 粘土(第6層)

図12SX-301南 面 ・西 面 断面 図
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鋤 溝 群

調査区2段 面で直行する鋤溝 を検出 した。検 出長1 .2～3.6m、 幅0.08～0 .4m、 深 さ0.03～0 .05m

を測 る。南北方 向の埋土は灰 オ リーブ色粘 質土、東西 方向は暗灰 黄色粘 質土であ る
。前者 の方向

は座標北 に対 して西 に10～15° 振 る。後者 は西 に120° 振 る。遺物 は土師質土器、瓦器椀、瓦質土

器が 出土 した。時期は15世 紀後半 と推定 され る。 これ らの鋤iは 一段低い調査 区西側 で検出 した
。

第5遺 構 面(図10、 図版10)

調査区2段 面の中央付近(E-2～5、F-6～1ユ 区)か ら西方 向へ0 .1m落 ち込む層 を確認 し、

この層 の下層第6層 上面 で遺構確認 を行 った。

SK-501～506

SK-501・502はF-6区 、SK-503はF-7区 、SK-504・505はE-9区 、SK-506は

E-10区 でそれぞれ検出 した土坑である。検出長南北0 .3～lm、 東西0.25～0.5m、 深 さ0.02～0.05

mを 測 る。平面形状 は不整形 である。埋 土は灰 黄色砂 質土 であ る。遺物 は出土 していない。 これ

らの土坑の性格 は不明である。時期 は15世 紀後半 と考 え られる。

第6遺 構 面(図11、 図版12～19)

第7層 上面 で確認 を行った。遺構面 は東か ら西へ最大約0 .3m傾 斜 している。 また自然 の落ち込

み を数箇所 で確認 した。遺構面か らは大溝 、溝 、土坑、 自然流路 の一部、落 ち込みを検出 した。

SD-601

本遺構 はE-2区 で検 出 した溝 である。検 出長3 .451n、 幅1m、 深 さ0.03mを 測る。埋土は灰 白

色粘質土で底 部で粗 い砂が薄 く堆積す る。断面形状 は浅い皿形 を呈 す。遺物 はサヌ カイ ト剥片が

1点 出土 した。 また底部か ら土坑 を検 出 した。m1は 東西長0 .5m、 深 さ0.06m、m2は 南北

長0.43m、 深 さ0.03m、P-3は 直径0.42m、 深 さ0.06mを それぞれ測 る。埋土 は灰色粘質土である。

SD-603(図 版14～16)

本遺構 はG-5・6区 で検 出 した溝であ る。検 出長約8m 、幅約1.5m、 深 さ0.1mを 測 る。埋 土

は灰色粘土 と褐色砂 質土(第7層)が ブロ ック状 に堆積 する。断面形状 は浅い皿形 を呈す。底 部

比高は北か ら南方向へ0.04mを 測 るが、底部 はほぼ平坦である。方向は座標北に対 して西へ10°振 る。

遺物 は土師器、土師質土器、瓦器椀が出土 した。

また本溝 内か ら焼土 を検 出 した。 これ らはG-6区 で検出 した焼土であ る(図 版16) 。SD-

603の 西側 内外か ら大小43個 以上 を検出 した。大 きさは5c皿 ～20cmを 測 る。f内 に36個 、溝外に7個 。

塊 は2～3群 に まとまっている。焼土の なか には煤のついているもの も含 まれ ている。 ただ炭化

物 は認 められなかった。 したがって、他の場所 で火を用いた後、焼土の塊 を投棄 したと想像 される
。

また このような焼土 は他 区か らは認め られなか った。

-25一



SD-608(図 版14・15)

本遺構 はG-3・4・5区 で検 出 した溝 であ る。検 出長約9m、 幅約0.8m、 深 さ0.07mを 測 る。

埋土 は灰色粘土 と褐色砂質土(第7層)が ブロック状 に堆積す る。断面形状 は逆台形 を呈す 。底

部比高 は南か ら北方向へ0.03mを 測 る。方 向は座標 北か ら西へ10°振 る。遺物 は瓦器椀、須恵器が

出土 した。 またSD-603とSD-608と は同質 の埋土で近接 していることか ら同一 の溝 であった

と考 え られる。

SD-609(図 版12)

本遺構 はC-4～8、B-8・9区 で検 出した溝 である。検 出長約25m、 幅2.5m～2.8m、 深 さ

0.2mを 測る。埋土 は黄灰色粘土 と褐色砂質土(第7層)が ブロック状 に堆積する。断面形状 は浅

い皿形 を呈す。底部比高 は南か ら北へ0.llmを 測 る。方 向は座標北 に対 して西へ20° 振 る。遺物

}ホ土師器、瓦器椀、摩滅 した有舌尖頭器(図 版33-168)が 出土 したQ「 、

SX-601

本遺構 はF-2区 で検出 した土坑で ある。埋 土は灰 白色砂質粘土である。遺物はサヌカイ ト剥

片2点 、瓦器が出土 した。 また本遺構 内か ら土坑 を検 出 した。P-4は 直径0.34、 深 さ0.09m、P

-5は 直径0 .5m、 深 さ0.06m、P-6は 直径0.37m、 深 さ0.09m、P-7は 直径0.46m、 深 さ0.08m、

P-8は 検 出長南北0.81m・ 東西0.6m、 深 さ0.16mを それぞれ測 る。埋土 は灰 白色砂 質土である。

P-8か ら土師器が出土 した。

SX-608

本遺構 はB-10区 で検 出 した土坑である。検 出長南北1.6m・ 東西2.4m、 深 さ0.07～0.15mを1貝1る 。

埋土 は黄灰色粘 質土 とにぶ い黄褐色粘土(第7層)が ブロ ック状 に堆積 する。遺物 は土師器、サ

ヌカイ ト剥片が 出土 した・

SX-609(図 版13)

本遺構 はB-10区 で検 出した土坑 である。検出長南北1.6m・ 東西2.4m、 深 さ0つ6～〇二〇9mを 測 る。

底部は東か ら西方向に傾斜す る。埋土 は灰色粘質土である。

遺構 内外 か ら土坑 を3基 検 出 した。P-9は 直径0.23m、 深 さ0.13m、P-10は 直径0.25m、 深

さ0.07m、P-11は 直径0.39m、 深 さ0.1mを それぞれ測 る。 これ らの埋土 は灰 自色砂 質土であ る。

遺物 は土師質土器が出土 した。SX-608・SX-609は 埋 土が異 なってい るが、切合 関係 は確 認

で きなか った。 ・ 、 、-

SK-6.01;.,

本遺構 はH^2区 で検 出 した土坑である。検 出長南北0.4m、 深 さ0.24mを 測 る。埋 土は灰色粘

土で ある。遺物 は出土 していない。

SK-602

本遺構 はH-2区 で検 出 した土坑 である。検 出長南北0.35m・ 東西0.92m、 深 さ0.24mを 測 る。

上層の埋 土は灰色粘質土、下層 は黄灰色砂 である。遺物 は出土 していない。SK-601・602は 切

合関係 にあ り、SK-602が 先行する。
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落 ち 込 み2

本遺構 はG-8・9区 で検出 した落ち込みである。検 出長南北16.3m・ 東西4.9m、 深 さ0 .06～

0.21mを 測 る。埋 土は灰色粘土である。遺物 は出土 していない。

落 ち 込 み3・ 自然 流 路(図 版18・19)

本遺構 はF-10～12、E-11・12区 で検 出 した。検 出長南北約14m、 東西約6m、 深 さ0 .05～

0.15mを 測 る。埋土 は灰 白色粘質土 で約0.05m堆 積 する。遺物 は瓦器椀片が出土 した。

また灰 白色粘質土下層か ら自然流路の一部 を検出 した。検 出長南北約15m、 深 さ約1 .2mを 測 るが、

それ以上 に深 くなると考え られる。埋土は青灰色砂 である。 この流路 は周 囲の地形か ら北西方向

に向かって流れていた と考 えられる。遺物 は出土 していない。

自然 木 根(図 版17)

地 山面で 自然木の根 部分 をC-3、D-7、D-10区 で検 出した。 いずれ も第7層 上面の緩斜

面に沿 って検 出 した。埋土 はC-3区 青灰色粘土、他 は灰 白色粘質土である。

この 自然木根 は第6層 か らは検出 していない。 また調査区北端 の側溝か らも自然木根が出土す

ることか ら調査 区外 に も広が ってい る。工具 な どによる切 断面は確認で きなかった。D-10区 で

検 出 した自然木根周辺か らサヌカイ ト剥片が3点 出土 した。
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4.出 土 遺物

遺構 出 土 遺 物(図13、 図版20・22～24・26)

1はSD-129出 土の瓦器小皿であ る。復元 口径8.8cm、 器厚0.4cmを 測 る。外面全体 に ミガキ、

内面に はヘ ラ ミガキを施す。底部 は指圧痕の後 ナデ調整 である。

2・3はSD-201出 土である。2は 陶器である。復元底部径4.4cm、 器高0.8cm、 器厚0.8cmを 測 る。

3は 須 恵器坏であ る。復元口径15.Oc皿、器厚0.6cmを 測 る。内外面 とも回転 ナデ調整 であ る。

4はSD-219出 土の青花碗 であ る。復元口径15.Ocm、 器厚0.2cmを 測る。

5はSD-202出 土の瀬戸 ・美濃系の瓶 口縁 部であ る。 口径6.8cm、 器厚0.6cmを 測 る。

6～8はSX-301出 土である。6は 瓦質羽釜であ る。復元口径19.8cm、 器厚0.6cmを 測 る。口縁

部 はやや内傾 し、外面は3条 の沈線がめ ぐる。口縁端部 は平坦である。内外面は横ナデ調整である。

7は 瓦 質鉢 である。復元口径25.6cm、 器厚1.2cmを 測 る。 内外面 はナ デ調整 である。全体的 に煤 が

付着す る。8は 瓦質羽釜口縁部である。復元口径28.8cm、 器厚13.Ocmを 測 る。口縁部 はやや内傾 し、

外面 に段が3段 あ り、内面 はハケメ調整である。口縁端部は平坦である0

9はSD-608出 土の須恵器蓋である。復元口径11.6cm、 器厚0.4cmを 測 る。内外面 は回転 ナデ調

整 である。

10は 落ち込み3出 土の土師器坏である。復元口径12.2cm、 器厚0.6cmを 測 る。内外面 は横 ナデ調

整である。

図13遺 構 出土遺 物

一28一



11は 東 側 側 溝 出土 の 白磁 皿 で あ る。 復 元 口 径11 .2cm、 器 厚0.3cmを 測 る。

12は 試 掘 トレ ンチ3出 土 の 白磁 碗 で あ る。復 元 口径15 .6cm、 器 厚0.4c皿 を測 る。

13は カク ラ ン出 土 の青 磁碗 で あ る。復 元 口径17.Ocm、 器 厚0 .4cmを 測 る。

14～16はSX-301出 土 で あ る。14は 瓦 器小 皿 で あ る。15は 土 師 質甕 の 口縁 部 であ る
。 摩滅 が 激

しい 。16は 瓦 質鉢 で あ る。

17はSD-201出 土 の須 恵 質 甕 で あ る。

18はSD-201出 土 の瀬 戸 ・美濃 系 の茶 碗 で あ る。7 .5Y7/2灰 白 色 の釉 を施 す 。

19はSD-302出 土 の青 花 皿 で あ る。 内面 に は花 文 を施 す 。

第2層 出 土 遺 物(図14、 図 版21・22・24)

20は 白磁 皿 で あ る。 復 元底 部 径9.4cm、 器 高0.8cm、 器 厚0 .3cmを 測 る。

21は 青 花 皿 で あ る。 復 元底 部 径8 .2cm、 器 高0.6c皿 、 器 厚0.4cmを 測 る。

22は 白 磁碗 で あ る。復 元 底 部径7.2c皿 、 器 高0 .5cm、 器 厚0.4cmを 測 る。

23・24は 青 磁 で あ る。54は 碗 で あ る。 復 元 口径14 .Ocm、 器 厚0.6c皿 を 測 る。24は 皿 で あ る。復 元

底 部8.6cm、 器 高0.6cm、 器 厚0.4cmを 測 る。

25は 土 師器 椀 高 台 部 で あ る。26は 青花 皿 で あ る。

第3層 出 土 遺 物(図i4、 図 版22・23)

27は 青 磁 碗 で あ る。 復 元 口径11.6cm、 器 厚0 .4cmを 測 る。 外 面 に線 描 きの蓮 弁 文 を施 す。

28～33は 輸 入磁 器 であ る。28～30・32・33は 染 付 碗 で あ る。28は 復 元 口径9 .8cm、 器 厚0.2cmを 測 る。

29は 復 元 口径13.4c皿 、 器 厚0:2cmを 測 るd30は 復 元 口径11 .6c皿、 器 厚0.3cmを 測 る。32は 復 元底 部径

7.6cm、 器 高0.6cm、 器 厚0.3cmを 測 る。33は 外 面 に花 文 を施 す 。31は 皿 で あ る。 復 元 底 部径10 .2cm、

器 高0.5cm、 器 厚0.4c皿 を 測 る。

34・35は 擂 鉢 で あ る。34は 土 師 質 であ る。復 元 口径19 .4cm、 器 厚2.Ocmを 測 る。 内外 面 と もナデ

調 整 で あ る。胎 土 はO:lcm程 の 砂 粒 を多 く含 む 。35は 須 恵質 で あ る。 復 元 口径28 .4cm、 器 厚0.6cmを

測 る。 内外 面 と も強 い ナデ 調整 であ る。 口縁 部 は外 傾 し、 口縁 端部 は上 方 に拡 張 す る。

第4層 出 土 遺 物(図14、 図 版24・25)

36は 土 師器小 皿 で あ る。復 元 口径8.8cm、 器 厚0.6cmを 測 る。 内外 面 と もナデ 調整 。

37・38は 陶 器 で あ る。37は 復 元 口径15 .8c皿、 器 厚 α7cmを 測 る。38は 復 元 口径17.Ocm、 器 厚0 .4cm

を測 る。 内外 面 に釉 を施 す。

39は 土 師 質鉢 であ る。復 元 口径27.4cm、 器 厚1.Ocmを 測 る。 外 面 は ケズ リ調 整 。

40は 土 師質 擂 鉢 で あ る。復 元 口径38 .6c皿、 器厚0.8c皿 を測 る。 口縁 部外 面 は肥 厚 す る。体 部 はケ

ズ リ調 整 で 口縁 部 下 の横 ナデ との境 は若 干 の稜 が 認 め られ る。 外 面 ケズ リ調整 であ る
。
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図14第2～5層 出土遺物
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第5層 出 土 遺 物(図14・ 図 版24～26)

41～43は 土 師 器 小 皿 で あ る。41は 復 元 口径6.4c皿 、 器 厚0.4cmを 測 る。 底 部 に は指圧 痕 が 残 る。

44は 須 恵 質片 口鉢 で あ る。

45は 瀬戸 ・美 濃 系 の水 滴 で あ る。 口径2.Ocm、 底 部径3.4cmを 測 る。

46は 青 磁 碗 で あ る。 外 面 に雷 文 を施 す 。

47～50は 羽 釜 で あ る。47は 土 師質 で あ る。復 元 口径16.8cm、 器 厚0.6cmを 測 る。 口縁 部外 面 に は

段 が3段 あ る。 口縁 端 部 は平 坦 で あ る。 煤 が 全 体 的 に付 着 した痕 跡 が あ る。48は 土 師 質 で あ る。

復 元 口径16,6cm、 器 厚0.8cmを 測 る。 口縁 部 は内傾 す る。 口縁 端 部 は丸 く折 り曲 げて い る 。胎 土 は

0.01～0.1c皿 の 砂 粒 を少 し含 む。49は 瓦 質 で あ る。 口縁 部 外 面 は3条 の 沈線 が め ぐる。 口縁 部 は 内

弯 し、 口縁端 部 は丸 くお さめて いる。摩 滅 が激 しい。復 元 口径32.Ocm、 器 厚1.Ocmを 測 る。51は 瀬 戸 ・

美 濃 系 の天 目茶 碗 で あ る。 カ ク ラ ンの もの が混 入 した もの であ る。

52は 土 師器 皿 で あ る。復 元 口径9.2cm、 底 部 器 厚0.6cm、 器 厚0.3cmを 測 る。

第6層 出 土 遺 物(図15・16図 版24～30)

53～62は 弥 生 土 器 で あ る。53～55は 弥 生 土 器 底 部 で あ る。53は 復 元 底 部直 径4.2cm、 底 部器 厚1.3

cmを 測 る。54は 底 部 直径4.5cm、 底 部 器厚1.2cmを 測 る。55は 復 元 底 部 直径7.Oc皿 、 底 部 器厚IO.Ocmを

測 り、胎 土 は粗 くo.ol～0.1cmの 砂 粒 を多 く含 む。

63は 土 師 器坏 で あ る。復 元 口径11.2cm、 器 厚0.4cmを 測 る。

64、175は 土 師器 高 坏 で あ る。64は 残 存 高3.6cm、 器 厚0.8cmを 測 り、摩 滅 が 激 しい 。

65～76は 土 師 器 小 皿 で あ る。65は 復 元 口径7.2cm、 器 厚0,4cmを 測 る。66は 復 元 口径7.2cm、 器 厚

0.4cmを 測 る。67は 復 元 口径7.Ocm、 器 厚0.4cmを 測 る。 胎 土 は0.1～0.4cmの 砂 粒 を含 む。68は 復 元 口

径7.6cm、 器 厚0.4cm、 底 部器 厚0.5c皿 を 測 る。底 部 に指 圧 痕 が残 る 。69は 復 元 口径7.6cm、 器 厚0.4cm

を 測 る。70は 復 元 口径9.2cm、 器 厚0.4cmを 測 る 。71は 復 元 口径7.6cm、 器 厚0.4cmを 測 る。72は 復 元

口径7.5cm、 器 厚0.4cmを 測 る。73は 復 元 口径8.6cm、 器 厚0.5cm、 底 部器 厚0.4c皿 を 測 る。

77～86は 瓦 器 小 皿 で あ る。77は 復 元 口径7.6cm、 器 厚0.6cmを 測 る。胎 土 は0.1cmの 砂 粒 を少 量 含 む。

底 部 には指 圧 痕 が残 る。78は 復 元 口径7.4cm、 器 厚0.3cmを 測 る。79は 復 元 口径7.2cm、 器 厚0.6cmを

測 る。80は 復 元 口径7.4cm、 器 厚0.4cmを 測 る 。81は 復 元 口径7.6cm、 器 厚0.4cmを 測 る。 外 面底 部 に

指圧 痕 が残 る。82は 復 元 口径8.Ocm、 器 厚0.4cmを 測 る。83は 復 元 口径7.8cm、 器 厚0.4cmを 測 る。胎

土 は0.1～0.3cmの 砂 粒 を含 む。84は 復 元 口径8.4cm、 器 厚0.4cmを 測 る。86は 復 元 口径10.4cm、 器 厚

0.4cmを 測 る。胎 土 は0.1cm前 後 の砂粒 を少 量 含 む。

87は 土 師 器皿 で あ る。 復 元 口径12.Ocm、 器 厚0.4cmを 測 る。

88～90瓦 器 椀 で あ る。88は 復 元 口径10.4cm、 器 厚0.3cmを 測 る 。外 面 に指 圧痕 が残 る。89は 復 元

口径18.2cm、 器 厚0.6cmを 測 る。90は 復 元 口径15.2c皿 、 器厚0.4cmを 測 る。 摩 滅が 激 しい。
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図15第6層 出土遺物
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91・92は 瓦 器椀 底 部 で あ る。91は 復 元 底 部5.2cm、 底 部 高0 .5cm、 底 部 器 厚0.4cmを 測 る。 摩 滅 し

てお り、 内面 のヘ ラ ミガキ は不 明 瞭 で あ る。92は 底 部 径5 .8cm、 高 台 高0.2cm、 器 厚0.5c皿 を 測 る。

高 台 は貼 付 高 台 で あ る。

93・94は 須 恵器 蓋 で あ る。93は 復 元 口径11.4cm、 器 厚0.4cmを 測 る。外 面 は回転 ナ デ調 整 。

胎 土 は0。1cmの 砂 粒 を少量 含 む。94は 復 元 口径11.Ocm、 器 厚 最 大1.()cm、 最 小0 .6cmを 測 る。胎 土 は0.1

cmの 砂 粒 を少 し含 む。

95は 須 恵 器坏 で ある。 復 元 口径11.Ocm、 器 厚0.4cmを 測 る。

96・97は 須 恵 器 坏底 部 であ る。96は 復 元 底 部径13 .Oc皿、 器 高0.5c皿 、 器 厚0.4cmを 測 る。 内外 面 と

も回転 ナ デ調整 で あ る。97は 復 元 口径12.8c皿 、 器厚0.5cm、 高 台 高0 .4cmを 測 る。削 り出 し高台 で あ る。

98は 青磁 碗 口縁 部 であ る。 復 元 口径16.2cm、 器 厚0.4cmを 測 る。外 面 に蓮 弁 文 を施 す 。

99・100は 陶 器 で あ る。99は 口縁 部 で あ る。 復 元 口径18 .4cm、 器 厚0.4cmを 測 る。100は 復 元 口径

17.8c皿、 器 厚0.5cmを 測 る。 内外 面 に施釉 を施 す 。

101・102は 白 磁 であ る。101は 碗 で あ る。 復 元 底 部径7 .8cm、 器 高0.2cm、 底 部 器厚12cmを 測 る。

102は 復 元 口径6.6cm、 器 厚0.5cmを 測 る。

103は 青 磁 皿底 部 で あ る。復 元底 部4 .2cm、 底 部器 厚0、8cmを 測 る。 内面 に文 様 を施す 。

104～107は 羽 釜 で あ る。104～106・108は 瓦 質 、107は 土 師 質 で あ る。104は 口 縁 部 が 内傾 す る
。

口縁 部外 面 に3条 の沈線 が め ぐる。 復 元 口径17.Ocm、 鍔 径23 .4cm、 器 厚7.Oc皿 を 測 る。 胎 土 は0.5～

1.Ocmの 砂 粒 を少 量 含 む。105は 復 元 口径14.6cm、 器 厚0.6c皿 を 測 る。 口縁 部外 面 に は3条 の沈 線 が

め ぐる。 口縁 部 はや や 内弯 し、 端 部 は丸 くお さめ て い る。106は 復 元 口径20c皿 、 器 厚0 .6c皿を 測 る。

胎 土 は0.4cm程 度 の砂 粒 を含 む。 口縁 部 外 面 に は3条 の沈 線 が め ぐる。 口縁 部 は短 く、 若干 内弯 す る。

107は 復 元 鍔径34.Ocm、 器 厚1.Ocmを 測 る。 胎 土 は0 .1～0.2cmの 砂 粒 を含 む。

図16第6層 出土遺物
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109・111は 甕である。109・111は 土師質である。109は 復元 口径26.8cm、 器厚0.6cmを 測る。 口縁

部は大 き く外 反 し、 口縁端部 は上方 に拡張す る。胎 土 は0.1cm程 度の砂粒 を含 む。111は 土 師質甕

口縁部 である。復元口径30.Ocm、 器厚0.8cmを 測 る。口縁 部は大 きく外反す る。胎土 は0.1～0.5c皿の

砂粒 を多 く含む。110は 瓦質である。復元口径28.4cm、 器厚1.4cmを 測 る。

112～115擂 鉢 口縁部である。112は 瓦質である。復元口径27.2cm、 器厚1.Ocmを 測 る。口縁部 は外

傾 し、 口縁端部 は肥厚する。胎土はやや粗 く0.05～0.lcmの 砂粒 を含 む。113は 陶質である。復元口

径21.8cm、 外径24.Oc皿、器厚0.8cmを 測 る。口縁端 部を平坦 に仕上げている。胎土 は0.1cm程 度の砂

粒 を含 む。114は 須 恵質である。復元口径33.Ocm、 器厚1.Ocmを 測 る。口縁端部は平坦である。 内外

面 ともナデ調整である。115は 須恵質である。口縁端部 は 「T」 字状 に拡張す る。 復元 口径31.Ocm、

器厚0.8cmを 測 る。胎土 は0.1cmの 砂粒 を多 く含 む。

116～131は 縄文土器であ る。118は 外面 に貝殻条痕文、122は 口縁部外面に2条 の沈線 を施す。

132は 陶器 の甕である。外面に叩 き目を施す。

133は 土師器高坏の坏底部である。135・136・128は 瓦器椀 である。

137～140は 土師器である。137は 外面 に煤が付着 する。139・140は 椀 である。

141・142は 甕口縁部である。141は 瓦質である。142は 土師質であるb。

143は 瀬戸 ・美濃系 の茶碗 である。外面 に10YR8/2灰 白色 の釉 を施す。

第6層 出土 縄 文 土 器(図17・ 図 版31・32)

144～159は 深鉢の口縁部である。

144は 口縁 部が逆 く字(二 重口縁)に 屈曲す る波状 口縁である。 口縁端部 は丸 くおさめている。

波頂部 には円形 の突起 を施す。口縁部外面 と平行 に沈線 を引 き、沈線 内に刺突文 を施 す。 口縁部

の屈折の上下に渦巻文状の もの を中心 に同心円文 を施す。そ の下 には口縁 と同様の沈線が引かれ、

沈線内 には刺突文 を施す。内外面 とも条痕調整である。胎土 は石英、長石、雲母 を含む。色調 は

黒褐色であ る。器厚0.6cmを 測 る。145は 口縁 部の上端部が平坦で ある。内外面 とも貝殻条痕調整で

ある。外面 は横方向 に調整 した後やや右斜 め方向 にも条痕調 整 を行 ってい る。内面 はそ の後ナデ

調整 を行っている。胎土 は雲母、石英、長石 を含 む。器厚0.7cm、 色調 は黒褐色 土であ る。146は

口縁端 部が平坦 である。外 方にひ らく頸部の上にやや外方 にのび る口縁 をもつ。口縁部外面 には

1条 の沈線 内に刺突文 を施す。内外 面 とも貝殻条痕調整の後ナデ調整 を行 っている。器厚0.7cm、

色調 は灰褐色土で ある。胎 土は長石、石英 である。147は1条 の細い沈線 を施 す。器厚 は0.7cm、

色調 は灰茶褐色土である。胎 土は長石、石英 を含 む。148は 口縁端部を丸 くおさめ る。外面 は2条

の沈線、内面は1条 の沈線 を施す。 内面はナデ調整である。胎土 は長石、石英 を含 む。器厚0.8cm

を測 る。外 面は灰黒色 土、内面は灰 白色土である。149は 口縁部 内面 に爪形文 を施す。胎 土は長石、

石英 を含 む。150は 口縁部内面 に沈線 を施す。151は 口縁上端部 を丸 くおさめてお り、口縁 内面 に

は沈線 を一条施す。胎壬は石英ご長石 を含む。色調は茶褐色である。152は 口縁部内面 に爪形文、

沈線 を施す。153は 口縁上端部が平坦で南 る。内外面 とも貝殻条痕調整である。内面 はその後ナデ
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デ調整 を行っている。胎土 は角 閃石、長石、石英 を含む。器厚0.7cm、 外 面は灰褐色土、内面 は灰

白色土である。154は 口縁部がやや外 反す る。端部は丸 くお さめてい る。 内外面 ともナデ調整 を行

っている。胎 土は長石、石英、角閃石 である。器厚 は0.8cmで ある。外 面の色調 は灰褐色土、内面

は灰黒色 土である。155は1条 の沈線 を施す。内外面 とも貝殻条痕調整であ り、 その後 ナデ調整を

行 っている。器厚0.6cmを 測る。外面は灰褐色土、内面 は黒灰色土 である。胎土は石英、長石 を含 む。

156は 口縁部が二重口縁 ぎみの波状口縁であ り、やや内弯する。小 さ く立 ち上が る口縁部 に1条 の

沈線 を施す。内外面 ともナデ調整である。胎土 は石 英、長石 を含 む。色調は黒灰色 土である。器

厚0.7cmを 測 る。157は 口縁部 と胴 部の境 がない深鉢 である。 口縁部 は若干外 傾 している。 口縁端

部 は外方 にのび る。 内外面 ともケズ リ調整の後、ナデ調整 を行 ってい る。色調 は茶褐色 である。

胎土 は石英、長石、角閃石 を含 む。器厚0.5cmを 測 る。158は 口縁部 と胴部の境 がない深鉢であ る。

口縁 部 は真 っす ぐのび、 口縁端部 は上端部が平坦 である。 内外面 とも条痕調整 を行 ってい る。胎

土 は石英、長石 を含 む。外面 は黒褐色、内面 は灰 白色 である。159は 口縁 部 と胴部 の境のない深鉢

であ る。口縁 部はやや外反する。 口縁 上端部 は平坦 である。内外面 とも条痕調整の後 ナデ調整 を

行っている。胎土 は石英、長石、角閃石 を含 む。色調 は褐灰色 である。

160～164は 深鉢 の体部である。

160は 粘土紐 の突帯 をやや弧状 につけている。その上下 に沈線 を引いている。縦位 の沈線で区画

されたLRの 縄文 を施す。縄文 を施 していない部分 は丁寧 にス リ消 している。内面 はナデ調整 で

ある。胎土は石英、長石 を含む。色調は黒灰色である。161は 口縁部 と胴部の境 のない深鉢で若干

外反す る。内外面 とも条痕調整である。胎土 は石英、長石 を含 む。外面 は灰褐色、内面は灰黒色

である。162は 体部がやや内弯 し、のちに若干外 反 ぎみ に立ち上が る。外面 には一条の沈線 と弧線

が2つ 確認で きる。内外面 ともナデ調整 である。胎土 は石英、長石、雲母 を含 む。外 面は茶灰色、

内面 は灰黒色 である。163は 内外面 とも条痕調整の後 ナデ調整 を行 っている。胎土は石英、長石、

角閃石 を含 む。色調は黒褐色 である。164は 口縁 部 と胴部の境 のない深鉢の体部の一部である。体

部 は若干外方にのびるようである。内外面 とも条痕調整である。胎土 は石英、長石、角閃石 を含 む。

外面 は灰褐色、内面は灰黒色 である。

165は 晩期 の浅鉢である。外面 に3条 の沈線があ り、その うちの1条 に竹管文 を施す。 また突帯

が1帯 め ぐる。外面 は ミガキ調整、内面 はナデ調整である。器厚0.6c皿である。外面 は黒灰色土、

内面 は灰褐色土である。胎土 は石英 を含む。

166は 器種不明土器 である。色調は茶褐色 であ り、胎 土は長石、石英 を含 む。

167は 突帯文 には刻 み目を施す。

石器

168はSD-609、169～171は 第6層 か ら出土 したサ ヌカイ ト製の石器である(図 版33)。168は

長 さ6.Ocm、 幅3,2cm、 厚 さ0.9cmを 測 る。中央 に稜 をつ くり、片側のみの調整である。
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図17縄 文土器
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169は 長 さ7.1cm、 幅4.6cm、 厚 さ0.7cmを 測 る。 片側 の み の調 整 で あ る。170は 長 さ9 .4cm、 幅4,1cm、

最 大 厚1,3cmを 測 る。片 側両 面 を調 整 し、刃 部 をつ くる。171は 長 さ6.7cm、 幅2.4cm、 厚 さ0.6cmを 測 る。

サ ヌ カ イ ト製 の有 舌 尖頭 器 と考 え られ る。摩 滅 が激 しい。

172～173は 第6層 、174は 試 掘 トレンチ(第6層)か ら出 土 したサ ヌ カ イ ト製 の石 鏃 で あ る(図

版34)。172は 凹 基 無茎 式 で あ る。 長 さは2.2cm、 先 端 部 が 欠 け て い る。173は 凹基 無茎 式 であ る が、

凹基 片 側 が つ く りだ してい な い た め、 未製 品 と考 え られ る。 長 さ3.3cmを 測 る。174は 基 部分 の な

い未 製 品 で あ る。 長 さ2.9cmで あ る。
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第4章 まとめ

今回の調査とその周辺での既徃の調査の結果をもとにまとめてみたい。

縄文時代

第6層 中か ら中世遺物とともに縄文時代後期、晩期の土器片やサヌカイト製の石鏃および剥片

が出土 した。しかし、縄文時代の遺構は検出されなかった。

また第7層 上面で検出した自然木根の埋土からサヌカイ ト剥片が出土 した。自然木の根が第6

層で検出していないことか ら削平以前の堆積層より根が巻 き込んだものと推測され、縄文時代の

遺物包含層が存在していた可能性がある。

弥生時代～古墳時代

本調査区から遺構および遺物包含層は確認できなかった。第6層 からは弥生後期の土器が数点

出土した。また本調査地北方向に所在する森B遺 跡からも弥生中期後半の土器が確認されている。

平成3年 度(財)大 阪府埋蔵文化財協会の調査から古墳時代の竪穴住居跡3棟 が確認されている。

これらは本調査地から西へ約200mの 位置であり、集落はやや緩やかな土地に形成されていたと考

えられる。

飛鳥時代～平安時代

本調査区からは遺構および遺物包含層は確認できなかった。

森B遺 跡からは奈良時代の段状遺構が確認されている。周辺地域で耕地開発がはじまったこと

を示す資料である。しか しこの開発がどの くらいの規模で行われていたかについては不明である。

鎌倉 ・室町時代～近世

本調査地から遺構および遺物包含層が確認できるのはこの時期からである。

第6遺 構面からは自然木根 を検出した。これらか ら切断面は確認できなかったが、おそらく伐

採を行い、土地を削平 していたと推測される。またSD-603・608・609な どの遺構はこの削平を

うけた痕跡であると考えられる。SD-609に ついてはその痕跡から幅3mを 越える潅漑用水路で

あったと推測される。現在で も調査地東側の丘陵地には浅い谷を堰止めて造 られたため池が数多

く存在しており、SD-609も 周辺のため池から水を引いていたと考えられる。

また平成5年 度の調査区からも排水施設と考えられる溝3条 が検出されてお り、これらは北西

方向に走っており、SD-603・608・609と の併存については不明であるがその方向性はほぼ一致

する。

鎌倉時代には大規模な開発が積極的に行われていたと考えられる。
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遺物包含層 については第6層 は粘質土 層であ り、上下2層 に分 けるこ とがで きる。 出土遺物は

主 に土師器、瓦器である。 また縄 文土器 片、サ ヌカイ ト剥片 もこの層か ら出土する。 出土状 況の

特徴 として縄 文土器片やサヌ カイ ト剥片 は上下2層 の うち、下層 よ りも上層 か らのほうが多 く出

土す る。縄 文土器片 に関 して は下層か らの出土 はほ とん どみ られ ない。 この ような特徴 か ら当初

は整地土層 と考 えた。 しか し、整地土層 に して はブ ロック土 などの混入 がみ られ ない ことか ら、

自然堆積層 の可能性 も考え られる。 この土地は傾斜地 であることか ら上方 よ り崩れた土砂が上層

よ り崩 れたため、調査 区付近 は逆転現象 の堆積が生 じた と考 えられる。第6層 出土遺物の傾向 と

しては第6層 下層 よ り第6層 上層のほ うが縄文土器片、サヌカイ ト剥片が多 く出土 した。

SX-301は 粘土採掘土坑 と考 えられる。採掘 した粘土 は瓦 などの製品 をつ くる原料 として用 い

られたと考 えられるが、周辺で窯 は確認 されてい ない。貝塚市 内では貝塚寺 内町周辺か ら粘土採

掘土坑を数多 く発見 している。 またSX-301の 規模 は調査 区外につづいてお り不明であるが、か

な り広範囲に広が っていた もの と推測 され る。 この遺構 の前後の時期 は耕作地 として利用 されて

い るため、作 業は農閑期 に行われたと推測 される。

第1遺 構面一第4遺 構面 にか けて鋤溝群 を検 出 した。各遺構面 の鋤溝 はほぼ南北方向 に向かっ

ているこ とが確認 された。 また耕作地 を区画する溝 も各遺構 面で若干位置が変わる ものの方向は

変化 していないことか ら土地の区画は変 わっていない。

このことか ら近代 に至 るまで中世 の土地 区画 を踏襲 していた。調査地が所在す る木島地 区は山

間部であるため、地形の制約 を大 きくうけていたことが考 えられる。

また森B遺 跡、東 山丘陵遺跡 で も耕作地跡やそれ に伴 う溝や小 規模 の池が確認 されてお り、本

調査 地を含めた周辺一帯 は耕作地が広がっていた と推測 され る。

本調査終了後、本調査地 よ り直線距離 に して北西へ約3001nの 地点で立会調査 を行 った。土層 の

時期が対応す るかについては不明であるが、本調査地の基本層序 とほぼ同様 の堆積であった。 こ

の ことか ら集落の位 置は現在の水 間鉄道 よりも西側つ ま り三ッ松集落あた りに営 まれていた と推

測 され る。 また同様 の堆積 が周辺一帯 に広が るかにつ いては今後 の調査 に委 ねたい。
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1北 壁(F-2区)南 よ り

2同 上(E-2区)南 よ り
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1第1遺 構面 南より

2第2遺 構面 南より
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1.Sn--203・204・221・236南 よ り

2.SD-243～246東 よ り
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1,SD-302・3O3・321～326南 よ り

2.SD-301・309・316～318東 よ り
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1.第3遺 構面 南 よ り

2.SX-301(西 側)南 よ り
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1.SX--301、SD-115～117東 よ り

2.SX-301西 よ り
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1SX-301南 よ り

2同 上 南より
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1.SX-3O1西 よ り

2.同 上 土層 断面 南よ り



図
版
10

検
出
遺
構

L第4遺 構面 南より

2第5遺 構面 南より
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1SD-401北 東 よ り

2同 上 東より
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1SD-609検 出状況 西 よ り

2同 上 完堀状況 西より
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1.SX-609北 西 よ り

2.第6遺 構 面北部 東 よ り
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1.SD-603、608検 出 状 況 北 よ り

2.同 上 完堀状況 北 より
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1.SD-603、608南 よ り
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2伺 上 東より
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1.SD-603焼 土群 西 よ り

2伺 上 西より
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1.自 然 木 根(D-7区)東 よ り

2伺 上(C-3区)東 よ り
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1落 ち込み2、 自然流路 北 よ り

2.同 上 東 よ り
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1自 然流路 北より

2同 ヒ 南壁 西擘 断百図 北東より
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SD-109(1),SD-201(2,3,17),SD-202(5)
SD-209(18),SX-301(8,8,14-,-16)
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第2層(20～24)
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SD-302(19)、 第2層(26)、 第3層(33)
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SD-219(4)、 第3層(28～30、32、34)
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側 溝(11)、 試 堀 トレンチ(12)、 第2層(25)

第4層(38)、 第5層(43)、 第6層(79、81、88、101、102、113、114)
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第4層(40)、 第5層(41、42、44、47～52)

第6層(63、96、112)
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カクラ ン(13)、 第3層(27)、 第5層(46)

第6層(98、100、103)
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第6層(21、28、67、71、111、137、138)

第6層(66、93、104、108、128、136、139、140)
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第6層(56～62、68、110)

第6層(83、86、91、129～131、135、138)
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第6層(64、69、74、75、85、92、134)

第6層(105、107、122～128)
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第6層(53、55、106、116～120)

第6層(89、94、97、121、132、133、175)
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第6層 出土縄文土器(144～147、160～162、165)
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第6層 出 土 縄 文 土 器(i・ ～151、161、166、167)

第5層(45)
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石 器SD-6O9(.:)、 第6層(169～171)
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石 鏃 第6層(172、173)、 試 掘 、トレンチ(174)
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